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第
　
回
通
常
議
員
総
会
は
、
五
月
二

２４０

十
九
日
俄
午
後
四
時
か
ら
大
石
昌
明
会

頭
他
五
十
九
名
（
内
委
任
状
二
十
三
名
）

が
出
席
し
、
留
萌
産
業
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
開
催
に
際
し
、

大
石
会
頭
が
「
十
一
月
に
会
頭
に
就
任

し
て
様
々
な
諸
会
議
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
北
海
道
を
含
め
こ
の

留
萌
に
お
い
て
も
課
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
こ
の
留
萌
が
持
っ
て
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
二
十
年
・
三
十
年
、
そ
し
て

二
〇
五
〇
年
ま
で
の
産
業
を
創
出
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
商
業
者
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
意

見
を
頂
き
、
一
緒
に
提
言
し
、
知
識
を

深
め
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
行
い
議

長
に
就
き
、
議
事
に
入
り
全
議
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

（
協
議
事
項
）

▽
第
一
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事

業
報
告
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
三
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
中
小
企

業
相
談
所
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ

い
て

▽
第
四
号
　
令
和
四
年
度
法
定
台
帳
特

別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
令
和
四
年
度
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
六
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
産
業

会
館
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い

て
▽
第
七
号
　
令
和
四
年
度
退
職
給
与

特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
八
号
　
令
和
四
年
度
労
働
保
険

事
務
組
合
特
別
会
計
収
支
決
算
に

つ
い
て

▽
第
九
号
　
諸
規
則
・
諸
規
定
の
一

部
改
定
に
つ
い
て

▽
第
十
号
　
監
事
一
名
の
選
任
に
つ

い
て

▽
第
十
一
号
　
そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
参
与
の
異
動
の
報
告
に

つ
い
て
他
十
三
件

　
第
　
回
常
議
員
会
が
五
月
二
十
三
日

３８５

峨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
大
石
会
頭
、

宮
井
・
堀
松
・
串
橋
副
会
頭
、
橋
本
専

務
理
事
ほ
か
常
議
員
十
四
名
、
青
年
部

か
ら
川
村
会
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、

総
会
提
出
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事

業
報
告
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
三
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
中
小
企

業
相
談
所
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ

い
て

▽
第
四
号
　
令
和
四
年
度
法
定
台
帳
特

別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
令
和
四
年
度
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
六
号
　
令
和
四
年
度
留
萌
産
業
会

館
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
七
号
　
令
和
四
年
度
退
職
給
与
積

立
金
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

▽
第
八
号
　
令
和
四
年
度
労
働
保
険
事

務
組
合
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い

て
▽
第
九
号
　
諸
規
則
・
諸
規
定
の
一
部

改
定
に
つ
い
て

▽
第
十
号
　
職
務
執
行
者
の
変
更
に
つ

い
て

▽
第
十
一
号
　
一
号
議
員
補
欠
選
挙
に

伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
　

▽
第
十
二
号
　
第
　
回
全
道
商
工
会
議

７１

所
大
会
参
加
と
表
彰
推
者
推
薦
に
つ

い
て

▽
第
十
三
号
　
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
協

賛
「
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
ま
つ

３４

り
」
に
つ
い
て

▽
第
十
四
号
　
会
員
入
会
の
諾
否
に
つ

い
て

▽
第
十
五
号
　
そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
参
与
の
異
動
に
つ
い
て

　
他
九
件

　
当
所
の
監
事
会
を
五
月
十
七
日
我
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
実
施
し
、
小
路
泰

孝
監
事
・
中
野
了
監
事
に
よ
り
令
和
四

年
度
一
般
会
計
他
六
特
別
会
計
に
つ
い

て
監
査
を
行
っ
た
。

当
所
監
事
会
を
開
催

第

回

常
議
員

第
 
回
 常
議
員
会会

３８３８５５

留
萌
商
工
会
議

留
萌
商
工
会
議
所所

第第
　
回回

通
常
議
員
総

 通
常
議
員
総
会会

２４０２４０
第
　
回
 通
常
議
員
総
会

２４０

　
当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
四

年
度
第
４
・
四
半
期
（
一
月
～
三
月
）
分

の
会
計
（
一
般
会
計
他
六
特
別
会
計
）

に
つ
い
て
五
月
十
一
日
牙
原
寿
志
税
理

士
、
石
丸
由
祐
税
理
士
の
外
部
監
査
を

受
け
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の

ご
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
４
・
四
半
期

外
部
監
査
を
実
施

令
和
四
年
度

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
六
月
一
日
～
九
月
三
十

日
ま
で

▽
実
施
内
容
　
職
員
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

　
・
ノ
ー
上
着
の
軽
装
勤
務

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
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連 結 貸 借 対 照 表
合　　　計退 職 給 与産 業 会 館共 済 事 業法 定 台 帳相　談　所商工会議所令和 ４ 年 ３ 月３１日

24,588,6618,026,6031,387,74900015,174,30922,506,138現　金 ・ 預　金　計

825,5320277,2000064,178484,1544,605,645その他の流動資産　計

25,414,1938,026,6031,664,9490064,17815,658,46327,111,783流動資産　合　計

39,954,1960000039,954,19644,454,346有形固定資産

43,165,87408,329,20300034,836,67143,165,094その他固定資産

83,120,07008,329,20300074,790,86787,619,440固定資産　合　計

108,534,2638,026,6039,994,1520064,17890,449,330114,731,223資　産　合　計

1,303,1880200,0000064,1781,039,0102,735,536流 動 負 債　計

00000000固 定 負 債　計

1,303,1880200,0000064,1781,039,0102,735,536負　債　合　計

40,838,97708,329,20300032,509,77440,338,197積　　立　　金

42,281,0930000042,281,09347,281,243固　定　財　産

24,111,0058,026,6031,464,94900014,619,45324,376,247収 支 剰 余 金

107,231,0758,026,6039,794,15200089,410,320111,995,687正味財産　計

108,534,2638,026,6039,994,1520064,17890,449,330114,731,223負債・正味財産　合計

（令和５年３月３１日現在） （単位：円）

合　　計退 職 金産業会館共済事業法定台帳相 談 所商工会議所科　　目

【収入の部】

16,097,00016,097,000会 費１

2,686,7322,686,732手 数 料２

4,886,5664,886,566事 業 収 入３

4,500,2811382,306,5243,46932,190,147雑 収 入４

24,288,16724,288,167補 助 金５

1,541,0001,541,000手 数 料 等６

613,000613,000賦 課 金７

907,580907,580運 営 事 務 費８

4,364,7904,364,790貸 室 料９

577,695577,695法 定 台 帳 繰 入 金１０

3,098,338608,00002,490,338繰 入 金１１

277,200277,200駐 車 場 受 託 費１２

63,838,349608,1386,948,514911,049613,00328,319,50526,438,140合　　　　計

【支出の部】

4,076,32935,3084,041,021事 業 費１

34,333,0473,502,83319,949,27710,880,937給 与 費２

4,174,333144,0453,297,957732,331福 利 厚 生 費３

546,306114,270432,036旅　 費 ・ 交 通 費４

5,618,443139,5782,547,8242,931,041事 務 費５

1,052,7991,052,799会 議 費６

649,482649,482渉 外 費７

843,400200,000643,400租 税 公 課８

1,760,5001,760,500負 担 金９

2,597,6712,597,671会 館 運 営 費１０

235,620235,620什 器 備 品 費１１

317,760317,760駐 車 場１２

807,449807,449講 習 会 開 催 費１３

176,849176,849調　 査 ・ 研 究 費１４

192,298192,298インターネット活用情報交流事業費１５

176,039176,039金 融 指 導 費１６

178,722178,722小規模事業施策普及費１７

264,000264,000伴 走 型 補 助 事 業 費１８

4,6204,620経営発達支援計画事業費１９

350,000350,000青 年 部 繰 出 金２０

2,490,3382,490,338相 談 所 繰 出 金２１

608,000608,000退 職 給 与 繰 出 金２２

608,000608,000共 済 掛 金２３

98,15098,150退 職 給 与２４

1,349,166771,471577,695繰 出 金２５

396,27042,5362,200351,534雑 費２６

198,000198,000警 備 費２７

64,103,591706,1507,040,465911,049613,00328,319,50526,513,419合　　　　計

△ 265,242△ 98,012△ 91,951000△ 75,279当期収支差額

令和４年度　各会計収支決算総括表 （単位：円）
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◎
中
島
貢
留
萌

労
働
基
準
監
督

署
長
の
後
任
と

し
て
若
山
育
夫

氏
＝
写
真
＝
が

就
任
し
た
。

◎
屋
代
芳
彦
留

萌
警
察
署
長
の

後
任
と
し
て
遠

藤
祐
之
氏
＝
写

真
＝
が
就
任
し

た
。

◎
蓮
見
純
留
萌

海
上
保
安
部
長

の
後
任
に
島
田

春
吾
氏
＝
写
真

＝
が
就
任
し
た
。

◎
村
松
博
士
留

萌
市
立
病
院
長

の
後
任
と
し
て

高
橋
文
彦
氏
＝

写
真
＝
が
就
任

し
た
。

◎
高
橋
誠
第
二

十
六
普
通
科
連

隊
長
の
後
任
と

し
て
小
川
隆
宏

氏
＝
写
真
＝
が

就
任
し
た
。

◎
村
山
雅
昭
留

萌
開
発
建
設
部

長
の
後
任
と
し

て
、
高
橋
一
浩

氏
＝
写
真
＝
が

就
任
し
た
。

◎
藤
田
広
北
洋

銀
行
留
萌
支
店

長
の
後
任
に
後

藤
妙
子
氏
＝
写

真
＝
が
就
任
し

た
。

　
当
所
主
催
の
「
再
開
し
ま
す
よ
～
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
五
月
八
日
俄
午
後

六
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
二
階
大
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
、
市
民
約
三
百
名
が
参

加
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
各
種
催
し
物
が
中
止
と
な
り
、
こ
の

度
政
府
の
感
染
症
法
の
位
置
づ
け
が

「
２
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
」
に
移
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
所
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、（
一

社
）留
萌
青
年
会
議
所
の
協
力
を
得
て

企
画
し
た
。

　
冒
頭
、
実
行
委
員
会
の
掛
け
声
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
、
大
石
会
頭
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
の
分
類
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と

受
け
て
、
こ
の
よ
う
な
催
し
を
開
催
さ

せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
留
萌
の
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
皆
さ
ん
に
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
し
て
乾

杯
の
発
声
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
で
抽
選
会

も
開
催
さ
れ
、
当
所
役
議
員
寄
贈
の
自

転
車
や
商
品
券
等
の
景
品
が
用
意
さ
れ
、

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
歓
声
が

沸
い
て
い
た
。

　
新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

高
濱
塗
装

代
表
　
高
濱
　
佑
輔

南
町
四
丁
目

Ａ
Ａ
Ｚ
Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

代
表
　
小
笠
原
　
隼
人

南
町
二
丁
目

ス
ナ
ッ
ク
　
モ
ン
キ
ー

代
表
　
丸
山
　
京
子

錦
町
三
丁
目

ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｘ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ

Ｌ
ｕ
ａ
ｎ
ａ

代
表
　
小
山
　
佳
奈
子

錦
町
一
丁
目

渡
部
　
英
次
 
氏
（
九
十
才
）

医
療
法
人
社
団
 
慈
恵
会
　
理
事
長

四
月
十
八
日
逝
去

清
兼
　
ナ
ヲ
子
 
氏
（
八
十
三
才
）

フ
ァ
ミ
リ
ア
美
容
室
　
代
表

五
月
一
日
逝
去

新

入

会

員

紹

介

▽
経
営
一
般
　
七
十
三
件

▽
金
融
　
二
件
　
　
▽
税
務
　
二
件

▽
労
働
　
一
二
八
件

▽
計
　
二
〇
五
件

相相

談

件

談

件

数数

４
・
５
月

▽
４
月
３
日
　
留
萌
市
経
済
活
性
化
懇

談
会
▽
４
日
　
正
副
会
頭
会
議
▽
７
日

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
・
広
報

委
員
会
▽
　
日
　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
・
イ

１０

ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
▽
　
日
１７

新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
▽
　１８

日
　
萌
商
会
第
１
回
幹
事
会
▽
　
日
　

１９

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会
▽
　
日
２４

役
議
員
研
修
会
▽
　
日
　
広
報
委
員
会

２７

▽
５
月
１
日
　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
▽
８
日

正
副
会
頭
会
議
・
会
議
所
主
催
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
▽
　
日
　
事
業
計
画
書
作

１０

成
セ
ミ
ナ
ー
▽
　
日
　
外
部
監
査
▽
　

１１

１５

日
正
副
会
頭
会
議
▽
　
日
　
第
　
回
交

１６

６７

通
重
点
区
間
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
旗
の
波

運
動
▽
　
日
　
総
務
運
営
委
員
会
・
監

１７

事
会
▽
　
日
　
議
員
会
役
員
会
・
一
日

１９

公
庫
▽
　
日
　
萌
商
会
第
１
回
例
会
▽

２０

　
日
　
第
　
回
常
議
員
会
・
る
も
い
自

２３

３８５

衛
隊
応
援
会
議
▽
　
日
　
第
　
回
通
常

２９

２４０

議
員
総
会
　

業業

務

日

務

日

誌誌

４
・
５
月

当当
所所

主主
催催
当
所

主
催
「
再
開
し
ま
す
よ
～
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

「
再
開
し
ま
す
よ
～
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ーー
」」 が
開
催

が
開
催

「
再
開
し
ま
す
よ
～
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
」 が
開
催

当
所
参
与
の
異

当
所
参
与
の
異
動動

議
員
職
務
執
行
者
の
変

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更更
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◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５４，８９６４７，０６３６，４３３１，２６７１３３３月

５３，２８７４７，０４０４，８３６１，２４１１７０４月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１３２，３１０７１７５５，４３６７１，８１５４，３４２３月

１４８，４１４１，４３１５６，７０９８４，１０８６，１６６４月

留萌金融協会４月留萌港入出貨物

【積荷合計　２隻】

・・石炭船（内航船）　 ２隻　４，２００トン

【揚荷合計　20隻】

・・セメント船（内航船） １隻　２，００３トン

・・石炭船（外航船）  ２隻　６，５００トン

・・石炭船（内航船）  ６隻 １２，６００トン

・・油（内航船）　 　９隻 ２６，６３０Ｋ/Ｌ

・タイヤチップ（内航船） １隻　１，３６９トン

・アスファルト（外航船） １隻　　９９１トン

３月留萌港入出貨物

【積荷合計　２隻】

・・木材（内航船）　 　２隻　２，７４１逢 

【揚荷合計　28隻】

・・セメント船（内航船） ４隻　７，０２１トン

・・石炭船（内航船）  ７隻 １４，７００トン

・・油（内航船）　 　１５隻 ５０，５５０Ｋ/Ｌ

・・塩（内航船）　 　２隻　　９１３Ｋ/Ｌ

　
六
月
五
日
俄
午
後
四
時
よ
り
、
当
所

大
石
昌
明
会
頭
、
宮
井
清
隆
副
会
頭
、

堀
松
秀
樹
副
会
頭
、
串
橋
伸
幸
副
会
頭
、

橋
本
る
み
子
専
務
理
事
、
畑
中
修
平
工

業
部
会
長
、
辻
本
哲
也
商
業
部
会
長
、

沖
田
謙
司
運
輸
港
湾
部
会
長
ら
が
留
萌

開
発
建
設
部
を
訪
れ
、
髙
橋
一
浩
部
長

他
各
次
長
等
幹
部
に
、「
道
北
商
工
会

議
所
連
合
会
共
同
要
望
事
項
」
と
「
地

域
優
先
購
入
」
の
六
項
目
の
要
望
書
を

手
渡
し
た
。

　
要
望
書
は
、
昨
年
に
続
き
道
路
・
港

湾
・
河
川
の
整
備
に
関
す
る
五
項
目
と
、

地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
一
項
目
。

　
橋
本
専
務
理
事
が
各
要
望
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、「
地
元
中
小
・
零
細

企
業
に
対
し
て
ご
支
援
・
ご
理
解
を
賜

り
た
い
」
と
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　
髙
橋
部
長
は
、「
強
靱
な
国
土
づ
く

り
へ
の
貢
献
と
安
全
・
安
心
な
社
会
基

盤
の
形
成
に
資
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
、
維
持

管
理
や
、
国
道
二
三
一
号
・
二
三
二
号

の
強
靭
化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
予

算
を
確
保
し
て
事
業
を
推
進
し
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

理
解
を
示
し
た
。
続
い
て
、
櫻
庭
尚
身

次
長
か
ら
地
域
優
先
購
入
に
つ
い
て

「
現
在
少
額
の
物
品
役
務
の
調
達
に
つ

い
て
は
、
競
争
参
加
機
会
の
拡
大
を
目

的
に
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
を
実

施
し
て
い
る
が
、
是
非
積
極
的
に
地
元

企
業
の
皆
様
に
引
き
続
き
参
加
を
お
願

し
た
い
。
地
方
創
生
の
観
点
を
含
め
、

物
品
役
務
の
調
達
に
お
い
て
さ
ら
な
る

改
善
の
動
き
が
あ
れ
ば
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。」
と
回
答
を
頂
い
た
。

【
要
望
事
項
】

▽
道
北
商
工
会
議
所
連
合
会
共
同
要
望

一
、
暮
ら
し
の
安
全
を
守
り
、
地
域
の

発
展
を
図
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

老
朽
化
対
策
、
維
持
管
理
に
必
要
な

予
算
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
い
て

二
、
国
道
二
三
一
号
・
二
三
二
号
の
強

靭
化
に
つ
い
て

三
、
国
道
二
三
九
号
霧
立
防
災
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

四
、
留
萌
港
の
利
用
、
整
備
促
進
に
つ

い
て

五
、
直
轄
河
川
留
萌
川
の
河
川
事
業
・

防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▽
地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望

留
萌
開
発
建
設
部
へ
要
望
書
提

留
萌
開
発
建
設
部
へ
要
望
書
提
出出

地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
な

　
地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
な
どど

留
萌
開
発
建
設
部
へ
要
望
書
提
出

　
地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
な
ど

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
研
修
が
令
和
五
年
四
月
十
七
日
俄

午
前
十
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催

さ
れ
、
講
師
に
は
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
・
ス

タ
ッ
フ
接
遇
マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
岡
部
祥
子
氏
を
招
き
、
令
和
五
年
度

入
社
の
新
入
社
員
を
中
心
に
金
融
機
関

や
建
設
会
社
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
十
一

事
業
所
か
ら
十
九
名
が
受
講
し
た
。

新
入
社

新
入
社
員員
ビ
ジ
ネ

ビ
ジ
ネ
スス

マ
ナ
ー
研

マ
ナ
ー
研
修修

電
話
応
対
な

電
話
応
対
な
どど
ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
を
学

マ
ナ
ー
を
学
ぶぶ

　
当
所
で
は
、
全
国
春
の
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
五
月
十
六
日
峨
午
後

四
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
三

十
分
間
、
交
通
安
全
旗
の
波
運
動
を
留

萌
市
・
留
萌
市
交
通
安
全
協
会
な
ど
の

関
係
機
関
の
協
力
と
留
萌
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
の
協
賛
で
、
三
百
三
十

名
が
参
加
し
、
本
町
前
交
差
点
か
ら
神

社
下
交
差

点
ま
で
の

区
間
で
実

施
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー

に
交
通
事

故
防
止
を

訴
え
た
。

第

回
交
通
安

第
　
回
 交
通
安
全全

旗
の
波
運
動
を
実

旗
の
波
運
動
を
実
施施

６６７７
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留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
の
第
三
十

三
回
通
常
会
員
総
会
が
四
月
二
十
日
牙

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会
館

で
会
員
三
十
一
名
（
内
委
任
状
九
名
）

と
来
賓
と
し
て
、
大
石
昌
明
留
萌
商
工

会
議
所
会
頭
他
十
名
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
た
。

　
本
総
会
は
、
報
告
事
項
第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
を
各
委
員
長
が

説
明
し
、
審
議
事
項
第
一
号
議
案
令
和

四
年
度
収
支
決
算
を
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、
川
村
忠
司
新
会
長
よ
り
令
和
五

年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
探
求
心
～
思
考
・

行
動
を
止
め
ず
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

～
」
と
掲
げ
、
所
信
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
三
役

以
外
の
新
役
員
を
会
長
が
指
名
し
承
認

さ
れ
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）を

各
委
員
会
が
説
明
し
、
令
和
五
年
度
収

支
予
算（
案
）
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
大

石
留
萌
商
工
会
議
所
会
頭
、
中
西
留
萌

市
長
、
工
藤
留
萌
振
興
局
長
よ
り
ご
祝

辞
を
頂
き
、
総
会
は
終
了
し
た
。

《
令
和
五
年
度
役
員
》

▽
会
長
　
川
村
忠
司

▽
筆
頭
副
会
長
　
松
村
　
剛

▽
副
会
長
　
串
橋
郁
緑
・
玉
田
宏
幸

▽
専
務
理
事
　
山
田
　
篤

▽
直
前
会
長
・
監
事
　
加
藤
健
太

▽
監
事
　
堀
松
大
志

▽
理
事
　
佐
々
木
忠
孝
・
菅
　
保
堂
・

　
　
　
　
小
村
昭
裕
・
前
田
康
太
・

　
　
　
　
大
嶋
光
生
・
加
藤
貴
章

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

　
今
年
度
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
長
職
を
お
預

か
り
し
、
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
探
求
心

　
思
考
・
行
動
を
止
め
ず
に
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
」と
掲
げ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
第
三
十
五
回
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
留
萌
大
会
に
お
い
て
は
、
地

域
の
皆
様
、
関
係
諸
団
体
の
ご
協
力
の

も
と
、
無
事
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
こ
の
大
会
に

向
け
て
の
活
動
が
大
半
を
し
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
の
根

幹
は
、
青
年
経
済
人
と
し
て
の
資
質
錬

成
で
す
。
今
年
度
は
、
今
一
度
会
の
在

り
方
や
こ
の
地
域
で
求
め
ら
れ
る
事
を

確
認
し
、
必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
な
る

こ
と
と
、
会
員
が
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

と
、
帰
属
意
識
を
持
て
る
よ
う
な
活
動

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
若
手
経
営
者
の
集
ま
り
で
あ
る
Ｙ
Ｅ

Ｇ
は
、
自
社
の
発
展
が
基
本
で
す
。
Ｙ

Ｅ
Ｇ
で
の
活
動
を
そ
の
為
の
ひ
と
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
、
現
状

よ
り
少
し
で
も
、
ひ
と
つ
で
も
成
長
す
る

為
、
探
求
心
を
持
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
　
　
　

第
二
十
三
代
会
長
　
川
村
　
忠
司

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
No.１０４

　
当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
五
月
例
会
『
留
萌
商
工
会
議

所
会
頭
杯
』
が
五
月
二
十
日
臥
に
増
毛

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
十
八
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
優
勝
　
渡
辺
　
治
（
㈲
田
村
木
材
店
）

▽
準
優
勝
　
藤
原
　
保
（
留
萌
市
役
所

ゴ
ル
フ
愛
好
会
）

▽
一
位
　
石
塚
　
辰
介
（
㈱
産
業
廃
棄

物
処
理
セ
ン
タ
ー
）

▽
二
位
　
石
塚
　
辰
紘
（
㈱
産
業
廃
棄

物
処
理
セ
ン
タ
ー
）

▽
三
位
　
貝
森
　
則
好
（
留
萌
自
衛
隊

ボ
ギ
ー
会
）

　
な
お
、
萌
商
会
で
は
豪
華
景
品
を
用

意
し
て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
萌
商
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

所
業
務
課
（
電
話
４
２
倆
２
０
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

渡
辺
　
治
氏
が
優
勝

留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度
 通通
常
会
員
総
会

常
会
員
総
会

萌
商
萌
商
会会

五
月
例

五
月
例
会会

萌
商
会

五
月
例
会

　
先
日
、
我
々
留
萌
青
年
会
議
所
が
主

催
す
る
例
会
「
こ
の
マ
チ
に
プ
ロ
野
球

を
外
～
理
想
か
ら
現
実
へ
～
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
本
例
会
に
は
北
海
道

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
グ
の
代
表
を
は
じ

め
と
し
、
美
唄
、
石
狩
、
士
別
の
各
代

表
や
監
督
で
あ
る
坪
井
智
哉
様
、
中
村

勝
様
を
お
招
き
し
、
独
立
リ
ー
グ
の
魅

力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
昨
今
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
が
満
足
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
え

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経

済
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
と
、
若
者

の
転
出
に
よ
り
働
き
手
の
慢
性
的
不
足

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
現
状
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
留
萌
を
盛
り

上
げ
る
為
、
当
会
は
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム

設
立
を
目
指
し
、
活
動
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
回
開
催
し
た
例
会
で

は
チ
ー
ム
設
立
に
向
け
て
、
企
業
や
市

民
の
共
感
を
得
る
こ
と
を
狙
い
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
企
業
、
市
民
、
行
政
の
方
々

に
は
チ
ー
ム
設
立
に
か
か
る
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
例
会
に
ご

参
加
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
マ
チ
留
萌
創
造
委
員
会

　
羽
生
　
丈
一
朗

No.１９２

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所
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　給与の実支給人数が常時９人以下で、源泉所得税

の納期の特例の適用事業所については、７月が給与

に係る源泉所得税の中間納付月となります。

　従業員・法人役員・青色専従者等から預かった半

年（１月～６月）分の源泉所得税は、７ 月１ ０ 日（ 月 ）
までに納付手続きが必要となります。

　なお、納付する税額が無い場合でも、給与等の報

告は必要となっております。

　当所では、源泉所得税の納付相談を行っておりま

すので、お気軽にお越しください。

源泉所得税（納期の特例適用事業所）の

納付期限は ７ 月 １０日 （ 月 ）まで

※納付が遅れた場合、延滞税が発生する場合もあり

ますので、ご注意ください。

必要書類 ①源泉所得税納付書

　　　　 ②１月～６月までの賃金台帳（給料明細）

　　　　　 または源泉徴収簿等

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

北海道庁では物価高騰等に伴う経済環境の変化への対応や賃上げ環境の整備に向け、道内中小・小規模
企業が行う、原材料コスト抑制等の取組を支援する補助金が措置される予定です。

中小・小規模企業新事業展開・販売促進支援事業費補助金（予定）

中小・小規模企業、個人事業主（業種制限なし）対 象 者

次のいずれかの要件を満たすこと
○ Ｒ４年１月以降の売上が10％以上減少
○ 付加価値額が15％以上減少
※１ 賃上げに向けた計画書を提出した場合、売上５％、付加価値額10％以上減少に緩和

対象要件

販売促進枠経営改善枠

対象経費 新たな媒体による宣伝広告等の販売促進や、
展示会出展等の販路開拓等の経費

付加価値の高い新たな商品・サービスの開
発や、新分野進出のための設備費等の経費、
原材料等コスト抑制の取組経費

３ /４ 以内補 助 率

30万円50万円～100万円※２補助上限
※２ コスト抑制の取組にデジタル技術を活用する場合は上限300万円に引き上げ

～ № 99 ～

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

●融資対象

金利1.09％
留萌市の利子補給で 0．09％
 ※適用には条件があります。 （　　　　　　　　）

正式な募集に関しては発表後、当所ホームページ等でお知らせします。
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７
月
　
日
牙
・
８
月
　
日
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１３

１０

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

胸自分のＰＲポイント
何事も最後まで諦めずにやり

ぬく事ができます。

胸現在の担当業務
主に施工管理を中心に勉強中

です。

胸現在の課題
不明や疑問に思った事は、すぐに聞くよう心掛けて

います。

胸今後の目標
仕事に早く慣れていきたいです。プライベートでは

好きなバレーボールも続けていきたいです。

胸留萌の好きな所・もの
　生まれ育った町が静かできれいな所です。

堀松建設工業株式会社

 野 
の

 辺 
べ

 優  真 　さん
ゆう ま

（留萌市出身 ・18 歳）

６～８月 留萌商工会議所及び市内行事予定
わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

６月１５日昭煙電子帳簿保存法セミナー
６月１６日晶煙留萌青色申告会女性部役員会・定期総会
６月２１日昌
　　　　　噛聖徳太子祭
　～２２日昭

６月２６日捷煙役議員研修会
６月２９日昭煙留萌地区産業安全衛生大会
６月３０日晶煙留萌青色申告会青年部役員会 定期総会
７月１日松煙ごみ・ゼロ運動
７月２日掌煙萌商会第２回例会
７月３日捷煙価格転嫁対策セミナー
７月３日捷煙富士登山駅伝留萌市後援会 定期総会・選手

激励会

７月１６日掌
噛留萌神社祭

　～１８日昇

７月２８日晶煙呑涛まつり前夜祭
７月２９日松煙るもい呑涛まつり協賛「第３４回やん衆あん

どん祭り」

８月１日昇煙ごみ・ゼロ運動
８月６日掌噛第４８回秩父宮記念富士登山駅伝競走大会
　　　　　　（５日～応援）

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１００

物価高騰で経営に大きな
影響が出ていますが、支
援策はありませんか？

コスト抑制に対する取り組
みに対する補助事業への予
算措置が検討されています。

どのような補助事業
でしょうか？

原材料コスト抑制への取組み
として付加価値の高い商品・
サービスの開発等に対する補
助事業です。詳しくはかいぎ
しょＮｅｗｓ６・７月号７ページ
をご覧ください。

の ぶやき
報委員長広
つ 初エスコンフィールド北海道

　初のエスコンフィールド北海道。近づくにつれ
見えてくる外観は球場とは思えない姿に驚き。駐
車場ではナンバーさえ登録しておけば自動でゲー
トが開く。
　 16時開場の３時間前にも関わらず多くの人がお
り、15時まではチケットが無くても球場内に入る
ことが出来て、ファイターズの練習を見学するこ
とが出来て、一部の飲食ブース、グッズ売り場も
利用できる。球場の外はまさしくパーク、ミニ球
場や遊具、庭園など見どころがたくさんある。
　球場も含め施設内はすべてキャッシュレスで多
少の不安もあったが各ブースで親切に教えてくれ
るので安心。球場内は席を案内するボランティア
の方がたくさんおり、席にはすんなり行けた。席
に着くとグラウンドの近さと天然芝の美しさと芝生の匂いに感動。
　試合はファイターズが負けはしたものの、施設の素晴らしさと楽しく迫力
のある試合を観戦でき、また来てみたいと思いながら帰路についた。
　サービス、キャッシュレス等、エスコンフィールド北海道に近い未来の街
のあり方を見たような気がする。

　広報委員会 委員長　長内　敬憲


